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市
自
治
会
連
合
会
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、創
立
四
十
周
年
を
迎
え
ま
す
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　相模原市自治会連合会は、昭和44年発足しました。
本年で創立40周年を迎えます。また、平成18年及び
19年に合併した津久井地域の自治会連合組織と平成
20年4月1日に統合します。「自治は笑顔と協働から」
の精神のもと、これからも安全、安心で快適な「まち」
を皆さんとつくって行きましょう。 

来る4月1日、津久井地域の自治会連合組織と統合します。 
昭和46年撮影、西門上空付近から上溝方面を望む 昭和46年撮影、西門上空付近から上溝方面を望む 
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を
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ま
す
。 

昭和44年、竣工した相模原市役所本庁舎。
相模原市自治会連合会もこの年の 6月
に設立総会を開催し、誕生しました。 

昭和44年、竣工した相模原市役所本庁舎。
相模原市自治会連合会もこの年の 6月
に設立総会を開催し、誕生しました。 

昭和44年、竣工した相模原市役所本庁舎。
相模原市自治会連合会もこの年の 6月
に設立総会を開催し、誕生しました。 

連合会のあゆみ  
（加入世帯数の推移） 

統合後の自治会連合会（数字は、19年4月1日現在） 
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新相模原市自治会連合会 
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市民会館（S42年竣工） 

市役所本庁舎 

建設中の 
神奈川県相模原合同庁舎 
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市自治会連合会と相模原市が共催する平成19年度「地域市政懇談会」が各地区で開催され、地区自治会連合会単位での課題などについて熱心に話し合いを行いました。
各地区の議題は次表のとおりです。
なお、今年は、相模原市から「政令指定都市移行及び新しい総合計画について」が各地区での共通の議題として提案されました。

市
自
治
会
連
合
会
は
、
平
成
19
年
度
市
政
を
話
し
合

う
会
を
平
成
19
年
11
月
27
日
（
月
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

市
か
ら
は
加
山
市
長
、
山
口
副
市
長
、
宮
崎
副
市
長

が
、
市
連
か
ら
は
18
名
の
理
事
及
び
津
久
井
地
域
の
自
治

会
連
合
会
長
４
名
が
出
席
し
、「
政
令
指
定
都
市
ビ
ジ
ョ

ン
」「
公
共
交
通
」「
米
軍
基
地
問
題
」
に
つ
い
て
熱
心
に

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

当
日
、
市
政
を
話
し
合
う
会
に
先
立
ち
、
平
成
19
年
10

月
３
日
の
設
立
総
会
で
市
自
治
会
連
合
会
と
の
統
合
を
決

議
し
た
藤
野
町
地
区
自
治
会
連
合
会
と
の
統
合
協
定
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。
加
山
市
長
立
会
い
の
も
と
、
細
谷
市

自
治
会
連
合
会
長
と
山

藤
野
町
地
区
自
治
会
連
合
会
長

が
協
定
書
に
署
名
し
、
先
の
自
治
会
大
会
で
統
合
協
定
を

締
結
し
た
城
山
町
・
津
久
井
町
・
相
模
湖
町
の
連
合
会
と

同
時
に
平
成
20
年
４
月
１
日
の
統
合
が
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
自
治
会
活
動
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
が
、

平
成
20
年
２
月
２
日
（
土
）
相
模
原
市
民
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
自
治
会
活
動
に
従
事
さ
れ
、

心
の
か
よ
い
あ
う
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
地
域
の

福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
方
に
相
模
原
市
が
、
そ
の
ご
尽

力
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

各
地
区
自
治
会
連
合
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
、
相
模
原
市

自
治
連
56
名
、
津
久
井
町
自
治
連
１
名
、
相
模
湖
町
地
区

自
治
連
２
名
、
藤
野
町
地
区
自
治
連
１
名
の
合
計
60
名
の

方
が
市
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
者

は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）
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し
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自
治
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労
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謝
状
贈
呈
式
」
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26箇所で地域市政懇談会を開催

1 県道508号（厚木城山）の歩車道拡幅整備について
2 広報活動用掲示板設置費用について
3 市営田中住宅及び隣接県営住宅の広場・空室の維持管理について
（1）空き室や広場の管理強化について
（2）市営田中住宅及び隣接県営住宅の今後の方針について
（3）剪定枝資源化施設について
4 図書館について

1 並木市営住宅の建設について
2 新しい交通システムの進捗状況について
3 公園の管理、整備について
（1）砂場の入れ替えについて　（2）遊具について
（3）公園づくりについて
（4）街美化アダプト制度による公園管理について
（5）道保川森林公園予定地について
4 学校教員OBの活用について
5 福祉活動を推進するための環境整備について
6 光が丘小学校前歩道橋（県道507号（相武台相模原、光が丘2
丁目）に関する要望について

1 キャンプ座間問題について
（1）市道新戸相武台線の拡幅再整備について
（2）旧曲がり坂（勝坂峰の坂道）の復活について
（3）ヘリコプターの騒音について
（4）周辺樹木の伐採等について
2 相模川河川敷広場等の整備について
（1）上磯部三段の滝下多目的広場の拡張と整備について
（2）下磯部広場流失による早期復旧及び流出しない対策と広

場の拡張について
（3）新戸スポーツ広場への進入路の拡幅整備、隣接駐車場の

整備及び常設トイレの設置、近江屋道の歩道整備について
3 議題の進捗状況について

1 清新公民館の建替えについて
2 清新地区の防犯体制等について
（1）防犯カメラの増設計画について　（2）防犯について
3 自治会未加入者への加入促進について
4 南橋本地域の警察署管轄エリアの見直しについて

1 自治会活動について
2 生活用「ゴミ処理対応」について
（1）アパート建設時における「ごみ置場」の設置の義務付け

について
（2）既存のアパートへのごみ置場設置の行政指導について
（3）ごみの出し方の周知徹底について
（4）ごみ減量化のための対策等について
3「相模原市迷惑防止条例の制定」について
4 市道鵜野森41号の整備について

1 相模総合補給廠及び小田急線多摩線延伸について
2「相模原市ごみの散乱防止によるまちの美化の推進に関する条
例」通称「ポイ捨て禁止条例」の徹底について
（1）まちの美化推進に対する事業者への協力指導について
（2）ポイ捨て禁止区域の周知徹底について
（3）「ポイ捨て禁止条例」の罰則規定について
3 分譲マンションの建築主へ自治会加入の指導について
4「警察官立寄り場所」の設置について
5 小山公民館付近の雨水処理について
6 相模総合補給廠北側外周道路について
7 宮下地域の道路整備の促進について
8 坂本橋への歩行者専用橋の設置について
9 小山公民館の増改築について

上　　溝
〔10/25〕

新　　磯
〔11/5〕

清　　新
〔11/8〕

大 野 南
〔11/9〕

小　　山
〔11/15〕

1 市道相武台47号の歩道のバリアフリー型歩道への整備促進及
びキャンプ座間内道路の相互利用について

2 相武台公民館改修工事について
3 自治会掲示板の助成制度復活について

相 武 台
〔11/16〕

光 が 丘
〔10/30〕

議　　　　題　　　　名地　区
（開催日）

1 イノシシ、シカ、ヤマビル等の駆除対策について
2 埋め立て行為について
3 交通アクセスについて
（1）新交通網の構築について　
（2）バス輸送の改善について
4 国道413号、県道510号（長竹川尻）の整備の進捗状況につ
いて

1 地域振興協議会のあり方について
2 政令指定都市に向けた地域活性化について
（1）路線バス三ヶ木東野線について　
（2）ごみの不法投棄について
3 バス路線の拡充について

1 さがみ縦貫道路、津久井広域道路の整備促進について
2 原宿グラウンド（旧横山スポーツ広場）の取得、文化施設の整
備について

3 市街化調整区域の下水道整備について
4 公共交通（バス交通）について
5 湘南小学校の今後のあり方について
6 中学校給食のあり方について

1 自治会活動への支援について
（1）町民活動保険（ふれあい保険）について
（2）防犯灯の維持管理について
2 下水道の整備状況等について
（1）下水道の整備状況について
（2）三ヶ木から三井地区を経由して橋本駅までのバス路線の

取り組み状況について
3 道志川流域の振興策について
（1）弁天橋周辺のトイレの設置等の整備について
（2）魚道施設のアユの乱獲防止対応について
（3）体験学習ができる環境整備等について
（4）植栽事業の推進について　（5）散策路の整備について
（6）公共下水道の整備について

1 ふじのマレットゴルフ場の有効利用について
2 沢井隧道拡幅工事について
3 青地の問題について
4 地上デジタル放送について
5 小渕小学校の跡地利用計画について
6 防犯灯について
7 通学路の改善について
8 国道20号等の歩道の整備等について

1 津久井広域道路及び地域内県道の整備について
（1）津久井広域道路について
（2）主要地方道山北藤野線について
（3）主要地方道四日市・上野原線について
2 公共下水道について
3 牧野地域へのスポーツ広場整備について
4 水道計画について
5 不法投棄について
6 駅前整備について

1 内郷地区への複合的コミュニティセンターの設置について
2 安全・安心まちづくり対策について
3 通学路の整備について
4 小野林道の整備について

1 地上デジタル放送の受信について
2 JR相模湖駅舎の橋上への移設について
3 廃棄物不法投棄及びこどもを狙った犯罪の防止について
4 交通安全施設の設置について

1 コミュニティバスの運行について
2 大沢地区の通学路整備について
（1）市道下九沢大島「谷戸暗渠の狭隘部分の改良」について
（2）大島1983番地先の十字路に信号機設置
（3）市道相原大島（上大島から内出信号間）の歩道拡幅
（4）上九沢309番地先（大沢中東側）の十字路に信号機設置
（5）市道大島61号（市立大島こどもセンターから市道相原大

島まで）、市道大島上溝（大沢小学校前信号から県道48号
（鍛冶谷相模原）まで）の歩道整備

3 さがみ縦貫道路「城山インターチェンジ」開通を見据えた土地
利用計画について

1 放課後の児童育成対策について
2 ゲイマーぶどう園跡地に造成される工業団地について
3 児童館の指導員の体制等について

1 小田急多摩線の延伸計画等について
2 自治会加入促進について
（1）市内の自治会加入率の現状について
（2）自治会未加入の方への市政に関する情報及び災害発生時

の情報伝達の方法について
（3）政令指定都市に移行するにあたり、市として転入者や未

加入者に対する自治会加入促進の方策について

1 麻溝台地域への交番設置要望について
2 都市計画道路相模台双葉線について
3 相模台出張所・公民館について

1 田名地区における公共交通整備について

1 ヘリコプターの騒音について
2 放置自転車の対策に関し市の取扱い窓口の簡素化について
3 地域における消防団員の確保について
4 災害時における避難所となる体育館等の住環境の整備について

1 市道古淵1号の安全対策について
2 青山学院大学の通学路について
3 市道淵野辺境橋の安全対策について
4 環境の変化に対応する市道の新設について
5 津久井地域の自然について

1 消防麻溝分署の整備について
2 麻溝小学校通学路のJR相模線踏切（麻溝第一踏切）の歩道設置
について

3 信号機の設置等について
（1）信号機の設置について（2）横断歩道の新設について
（3）交通規制等について

1 津久井広域道路の整備進捗状況と今後の計画について
（1）津久井広域道路について
（2）道路整備に伴い支障をきたす工場への代替地の紹介等に

ついて
（3）生活道路の渋滞等に伴う通学路等の拡幅計画について
（4）市道橋本32号の拡幅計画の進捗状況について
（5）都市計画道路相原大沢線の今後の見通しについて
（6）都市計画道路橋本大通り線の拡幅計画について
（7）都市計画道路東橋本大山線について
2 防犯灯の設置・管理について
3 北地区保健福祉センター及びメディカルセンターの整備について
4 小型こどもセンターの早期整備について

1 道路整備等について
（1）市道中和田翠ヶ丘と市道上鶴間237号の交差点の道路改

良及び都市計画道路相模大野線について
（2）市道翠ヶ丘の道路整備について
2 上鶴間4丁目の深堀川への車走行橋の設置について
3 相南ふれあい広場の雨水対策と下水道整備等について
4 東林間駅舎西側階段へのエスカレーターの設置について

田　　名
〔10/15〕

大　　沢
〔8/9〕

大 野 中
〔8/9〕

東　　林
〔8/10〕

橋　　本
〔10/9〕

相 模 台
〔10/11〕

麻　　溝
〔10/12〕

1 富士見公園（富士見4丁目内）のトイレの新設について
2「高齢者のためのふれあい福祉ガイド」の配布について
3 私道の舗装化について

中　　央
〔10/19〕

横　　山
〔10/23〕

串　　川
〔6/30〕

鳥　　屋
青 野 原
青　　根
〔6/30〕

中　　野
三　　井
中　　央
〔7/1〕

城　　山
〔7/1〕

藤 野 町
北部地域
〔7/7〕

藤 野 町
南部地域
〔7/7〕

内　　郷
〔7/8〕

与　　瀬
小　　原
千 木 良
〔7/8〕

星 が 丘
〔10/16〕

大 野 北
〔10/18〕

議　　　　題　　　　名地　区
（開催日） 議　　　　題　　　　名地　区

（開催日）

藤
野
町
地
区
自
治
会
連
合
会
と
の

統
合
協
定
調
印
式
も
同
時
に
開
催

故



津久井には 
見所がたくさん 
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
４
月
に
統

合
す
る
津
久
井
地
域
の
施
設
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
前
号
で
は
、
津
久
井

町
の
「
い
や
し
の
湯
」
及
び
相
模
湖

町
の
「
小
原
本
陣
」
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
今
号
で
は
城
山
町
の
「
城
山

湖
散
策
路
」
及
び
藤
野
町
の
「
や
ま

な
み
温
泉
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「
城
山
湖
散
策
路
」
は
、
旧
城
山

町
で
計
画
さ
れ
た
城
山
湖
周
辺
130

ha
を
計
画
区
域
と
す
る
「
町
民
の

森
」
の
う
ち
の
「
散
策
ゾ
ー
ン
」
と

し
て
整
備
さ
れ
た
１
周
約
５
km
の

散
策
施
設
で
す
。

「
や
ま
な
み
温
泉
」
は
、
平
成

10
年
に
旧
藤
野
町
に
よ
り
開
設
さ

れ
、
現
在
は
相
模
原
市
の
施
設
と
し

て
株
式
会
社
牧
野
地
域
振
興
協
議
会

が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
山
間
の
高
台
に
あ
り
、
360

度
の
パ
ノ
ラ
マ
と
、
山
の
風
が
心
地

よ
い
快
適
な
施
設
で
す
。

建
物
の
形
は
、
鳥
が
翼
を
広
げ
た

よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

42

今
回
の
人
物
紹
介
は
星
が
丘
に
お

住
ま
い
の
三
浦
洋
子
さ
ん
を
お
訪
ね

し
ま
し
た
。

三
浦
さ
ん
は
、
第
59
回
毎
日
書
道

展
（
平
成
19
年
）
で
「
毎
日
賞
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
受
賞
さ
れ
た
作
品
を
星
が

丘
公
民
館
に
お
持
ち
い
た
だ
き
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

「
書
道
」
に
は
様
々
な
表
現
方
法

が
あ
り
ま
す
。「
刻
字
」「
篆
刻
」（
て

ん
こ
く
）「
か
な
」「
漢
字
」「
前

衛
書
」「
近
代
詩
文
」「
大
字
書
」

等
。三

浦
さ
ん
が
手
が
け
、
今
回

受
賞
さ
れ
た
の
は
こ
の
う
ち
の

「
刻
字
」
で
す
。「
書
」
と
言
う

も
の
は
書
き
上
げ
て
し
ま
う
と

そ
れ
で
終
わ
り
で
す
が
、「
刻
字
」

は
書
い
た
文
字
を
板
に
彫
っ
て

い
き
ま
す
。

板
材
に
は
、
カ
ツ
ラ
・
ケ
ヤ

キ
・
サ
ク
ラ
、
ま
た
最
近
で
は
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
版
な
ど
も
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
刻
字
の
手
法
と
し
て
字
の

周
囲
を
彫
る
「
陽
刻
」
と
字
の
部
分

を
彫
る
「
陰
刻
」
が
あ
り
ま
す
。
お

持
ち
い
た
だ
い
た
受
賞
作
（
写
真
）

は
、
た
て
135
cm
よ
こ
35
cm
の
「
カ
ツ

ラ
」
の
板
に
陽
刻
で
「
花
神
楽
（
は

な
か
ぐ
ら
）」
と
彫
っ
た
も
の
で
す
。

２
cm
ほ
ど
周
囲
が
彫
り
込
ま
れ
、
浮

き
出
た
文
字
が
「
銀
箔
」
で
装
飾
さ

れ
て
い
ま
す
。

毎
年
７
月
に
上
野
で
開
か
れ
る
毎

日
書
道
展
に
向
け
、
お
正
月
が
明
け

る
頃
か
ら
作
品
制
作
に
取
り
掛
か
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
文
言
を
「
撰
文
」

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
次
に
、

「
書
体
」「
構
成
」
を
決
め
、
さ
ら
に

紙
に
揮
毫
し
ま
す
。
そ
し
て
ト
レ
ー

シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
写
し
た
も
の
を
、

板
に
貼
り
「
の
み
」
で
彫
っ
て
い
き

ま
す
。
制
作
に
要
す
る
日
数
は
作
品

の
規
模
（
大
き
さ
、
字
の
数
）
に
も

よ
り
ま
す
が
、「
花
神
楽
」
の
場
合
、

彫
る
作
業
だ
け
で
も
お
よ
そ
１
ヶ
月

は
必
要
で
し
た
。

彫
る
「
の
み
」
は
も
っ
ぱ
ら
ご
主

人
が
研
ぎ
ま
す
。「
始
め
て
か
ら
ず
っ

と
研
い
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
と
て

も
あ
り
が
た
い
で
す
」
彫
っ
た
あ
と

は
、
周
囲
に
色
を
配
し
、
文
字
の
部

分
に
漆
を
塗
り
そ
の
上
か
ら
金
銀
の

箔
を
貼
り
付
け
て
仕
上
げ
ま
す
。

―
お
生
ま
れ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
―

東
京
の
北
区
で
す
。
Ｊ
Ｒ
板
橋
駅

か
ら
徒
歩
７
分
程
の
所
で
江
戸
時
代

は
滝
野
川
村
と
呼
ば
れ
、
中
山
道
の

「
板
橋
宿
」
の
す
ぐ
近
く
で
す
。
巣
鴨

の
お
地
蔵
様
に
は
歩
い
て
30
分
程
、

飛
鳥
山
も
近
く
、
よ
く
花
見
に
行
き

ま
し
た
。
私
が
育
っ
た
こ
ろ
は
東
京
の

田
舎
町
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

―
相
模
原
に
は
何
時
か
ら
お
住
ま
い

で
す
か
―

昭
和
43
年
結
婚
し
て
か
ら
で
す
。

最
初
は
相
生
に
、
ま
も
な
く
星
が
丘

に
移
り
ま
し
た
。

―
書
道
と
の
出
会
い
は
ど
ん
な
―

証
券
会
社
勤
務
の
頃
「
○
○
の
三

悪
筆
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
子

ど
も
が
書
道
教
室
に
通
い
始
め
た
こ

と
か
ら
私
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

い
ざ
筆
を
持
っ
て
み
る
と
「
へ
た
」
だ

け
ど
楽
し
く
な
り
、
今
ま
で
食
わ
ず
嫌

い
だ
っ
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
毎
日
筆
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
刻

字
は
展
覧
会
で
初
め
て
観
た
と
き

「
こ
れ
は
何
？
」
そ
し
て
「
あ
、
こ
れ

だ
！
」
と
感
じ
、
始
め
て
25
年
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。
最
初
は
故
安
部
嶋
伯

（
あ
べ
と
う
は
く
）
先
生
に
、
現
在
は
、

日
本
刻
字
協
会
会
長
・
薄
田
東
仙

（
う
す
だ
と
う
せ
ん
）
先
生
に
師
事
し

て
い
ま
す
。

雅
号
「
珠
光
（
じ
ゅ
こ
う
）」
は
安

部
先
生
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
大
勢
の
方
に
刻
字
の
よ
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
千
代
田
の

「
ス
ペ
ー
ス
遊
」
で
「
三
浦
珠
光
ひ
と

り
展
」
を
開
か
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
と
き
に
出
品
さ
れ
た
作
品
の
写
真

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

様
々
な
文
字
「
日
々
是
好
日
」「
一
期

一
会
」「
心
の
中
に
花
が
咲
い
た
」

「
飛
躍
」「
猫
」
等
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に

彩
ら
れ
、
銘
版
の
上
で
踊
り
、
或
い

は
佇
ん
で
い
ま
し
た
。

三
浦
さ
ん
は
、
地
域
の
公
民
館
で

刻
字
の
手
ほ
ど
き
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

幅
広
い
年
齢
層
で
す
が
、
昨
日
よ

り
今
日
の
ほ
う
が
、
と
い
う
よ
う
に

少
し
で
も
皆
さ
ん
の
作
品
が
良
く
な

っ
て
く
る
様
子
を
見
る
と
、
と
て
も

う
れ
し
く
な
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
月
二
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
高

齢
者
の
方
と
書
を
通
し
て
楽
し
い
ふ

れ
あ
い
の
時
間
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

「
皆
さ
ん
の
笑
顔
、
声
を
出
し
て
笑
っ

て
い
た
だ
け
た
時
な
ど
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

―
と
て
も
お
元
気
そ
う
な
の
で
「
健
康

法
」
等
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。
―

30
年
来
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
そ
し
て

数
年
前
か
ら
太
極
拳
を
や
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
脳
ト
レ

の
「
数
独
」
に
は
ま
っ

て
い
ま
す
。
奥
が
深
く
、

あ
る
レ
ベ
ル
ま
で
行
く

と
ぴ
た
り
と
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
乗

り
越
え
た
時
が
楽
し
い

で
す
ね
。

三
浦
さ
ん
は
、
平
成

６
年
か
ら
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
長
年
に
わ

た
り
勤
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
子
ど
も

の
問
題
が
増
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
相

談
に
当
た
っ
て
は
「
と

に
か
く
、
相
手
の
話
を
よ
く
聴
く
」

こ
と
に
心
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（
星
が
丘
地
区
星
が
丘
４
丁
目
自
治
会
員
）

公民館で開いた教室での小学生の作品

右の作品が受賞作陽刻作品「花神楽（はなかぐら）35×135cm」。左の
作品は陰刻作品「無一物(むいちぶつ) 30×90cm」カツラ板を使用

利用料金 

温
泉
施
設 

特
　

別
　

室 

温泉施設 
3時間まで 

 1日 

3時間 

1日 

部屋名 

3,000円 

10,000円 

2,000円 

7,000円 

1,600円 

5,500円 

1,200円 

4,500円 

区　分 利用料金 

大人（600円）、小人（300円）、障害者（300円） 

大人（900円）、小人（500円）、障害者（500円） 

障害者の方は、ご利用の際障害者手帳を受付にご提示下さい。 カウンターにてタオル（200円）等も販売しています。 

カシワ全室（約22畳） フジ全室（約15畳） カシワ半室（約10畳） フジ半室（約6畳） 

城山湖 
散策路 

藤野 
やまなみ 
温泉 

　津久井湖北岸の山頂付近の谷あいを本沢ダムでせきとめて作
られた城山湖を1周する散策路（約5km）です。水と緑豊か
な自然や変化に富んだ展望が至るところで楽しめ、晴れた日に
は金刀比羅宮前から遠く新宿副都心や東京タワー、横浜ベイブ
リッジ、ランドマークタワーを望むことができます。野鳥観察
のできる休憩所などもあり、自然とふれあえる絶好の場所です。 

四季折々の自然を体感しながら
のハイキング、ゴルフにイモ堀や
芸術体験など、一汗かいた後で
の温泉入浴は至福のひと時、開
放感あふれる露天風呂では周囲
の山々の大パノラマが一望でき
格別の爽快感、まずは極上の天
然温泉にひたり、つかの間の“非
日常”をご堪能ください。 

所　在　地 相模原市城山町川尻4454　 
電話番号 城山経済環境課 
 042-782-1111（代表）　 
アクセス  
 
 
 
 
 
 
 
駐　車　場 約50台（年中無休） 
利用時間 4月～9月　午前9時～午後5時 
 10月～3月　午前9時～午後4時 

所　在　地　 相模原市藤野町牧野4225－1 
電話番号 042-686-8073　FAX　042-686-8023 
開館時間 午前10時～午後9時 
 ※入館は、終了時間の30分前まで　 
休　館　日 毎週水曜日（水曜日が祝日の場合は翌日）ほか　 
アクセス　 

距離と所要時間 

散策施設管理棟～野鳥観察休憩室 約600m 徒歩約12分 
野鳥観察休憩所～ふれあい休憩所 約1,000m 徒歩約18分 
ふれあい休憩所～松見平休憩所 約700m 徒歩約30分 
松見平休憩所～はなさき休憩所 約420m 徒歩約10分 
はなさき休憩所～城山湖堰堤 約250m 徒歩約10分 
城山湖堰堤～散策施設管理棟 約1,750m 徒歩約40分 
分岐点①～峯の薬師 約1,000m 徒歩約20分 
分岐点②～京王線高尾山口駅 約3,800m 徒歩約50分 
分岐点③～大地沢青少年センター 約930m 徒歩約16分 

電車・バスでお越しの方　JR藤野駅からバス【やまなみ温泉】行き
で15分『やまなみ温泉入口』バス停下車2分　 
車でお越しの方　国道20号「日連入口交差点」から青根・道志村方
面へ約15分、相模原橋本方面より国道412号経由で約50分　 

湖の湯（源泉内風呂、露天風呂、ジェットバス、ドライサウナ/水風呂）、森の湯（源泉内風呂、露天風呂、バイブラ
バス、ウェットサウナ/水風呂）、湖の湯と森の湯は、1週間ごとに男女の入れ替えを行います。 
泉質　ナトリウム・カルシウム硫酸塩・塩化物泉PH9,4（各風呂は100％源泉使用で加水なし） 
その他の利用施設 
大広間・中広間（無料休憩所）、特別室（有料休憩所　2室）、売店、駐車場約100台駐車可能、地元産農産物直
売所（火、木、土、日オープン）、なお、食事の持込はご遠慮下さい。 

散策施設 
管理棟 

城山総合事務所 

城山湖 

小松橋 

至津久井 

至上溝 至横浜 

至八王子 

橋本駅 

JR横浜線 

至相模原 

主要地方道相模原津久井線 

都井沢 

国
道
　
号
線 

１６ 

橋本駅南口から若葉台住宅行きバスで 
「都井沢」（久保沢経由）から徒歩約40分 
「若葉台住宅」から徒歩約30分　
橋本駅北口から法政大学行きバスで 
「小松橋」から徒歩約40分 
法政大学・大戸行きバスで 
「大戸」から徒歩約30分 

ふ
れ
あ
い
休
憩
所 

　
　
　
付
近
か
ら 
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大
野
中
地
区 

大
野
中
地
区 

鵜
野
森
自
治
会
長 

小
方
　
武
雄 

No.40

む
ら
　
と
み 

昔
　
畑
灌
　
今
　
緑
道 

は
た 

か
ん 

十
年
一
昔
と
い
う
。
畑
灌
が

緑
道
と
な
っ
て
か
ら
既
に
30
年

ぐ
ら
い
に
な
る
の
で
、
記
事
と

し
て
も
お
可
笑
し
く
は
な
い
で

あ
ろ
う
。

畑
灌
。
正
式
名
称
は
畑は

た

地ち

灌か
ん

漑が
い

用よ
う

水す
い

路ろ

。
相
模
ダ
ム
の
建
設

に
伴
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、

相
模
原
台
地
か
ら
藤
沢
に
至
る

ま
で
２
７
０
０
ha
の
畑
地
に
用

水
を
提
供
し
た
。
分
水
は
昭
和

31
年
か
ら
46
年
ま
で
行
わ
れ
、

戦
後
の
食
糧
事
情
の
窮
迫
に
対

応
し
、
ま
た
養
蚕
業
の
発
展
に

も
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。

境
川
の
縁
等
に
水
田
が
少
し

し
か
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
畑
地

で
あ
っ
た
鵜
野
森
に
と
っ
て
は
、

そ
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い
。

話
を
少
し
大
昔
に
戻
す
。
鵜

野
森
は
境
川
に
沿
っ
て
い
る
の

で
、
古
よ
り
人
の
住
む
と
こ
ろ

と
な
っ
て
い
た
。
旧
石
器
時
代

か
ら
平
安
時
代
に
至
る
ま
で
の

遺
跡
・
遺
物
・
横
穴
古
墳
等
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。

鵜
野
森
の
地
は
、
境
川
を
底

辺
、
国
立
病
院
の
あ
た
り
を
頂

点
と
す
る
三
角
形
の
地
を
な
し

て
い
た
が
、
現
在
の
鵜
野
森
地

区
は
昔
の
鵜
野
森
の
三
分
の
一

の
面
積
で
し
か
な
い
。（
若
松
地

区
の
六
割
、
御
園
地
区
の
五
割
、

文
京
地
区
の
七
割
、
相
模
大
野

一
丁
目
地
区
は
昔
の
鵜
野
森
で

あ
っ
た
。）
昔
を
知
る
も
の
と
し

て
は
寂
し
い
限
り
で

あ
る
。

話
を
畑
灌
に
戻
す

が
、
現
在
は
他
の
地

区
と
同
様
、
緑
道
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

地
域
を
横
断
し
て
い

る
の
で
そ
の
存
在
感

は
大
き
く
、
通
学
路
、

散
策
路
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
等
多
様
に
使
わ
れ
て

い
る
。
月
２
回
、
防
犯
環
境
パ

ト
ロ
ー
ル
の
一
環
と
し
て
清
掃

も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
歩
い

て
い
て
も
気
持
ち
が
よ
い
。
鵜

野
森
の
核
と
し
て
い
つ
ま
で
も

大
事
に
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

小
松
自
治
会
は
、
城
山
町
地
域
北

部
に
あ
る
132
世
帯
の
自
治
会
で
す
。

世
帯
は
少
な
く
て
も
年
間
を
通
し
て

の
行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

年
の
初
め
の
金
刀
比
羅
宮
元
旦
祭

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
金
刀
比
羅
宮
か

ら
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
く
、
江
の
島
、

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
、
新
宿
副
都

心
、
遠
く
に
は
筑
波
山
を
見
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

春
、
３
月
初
め
に
は
梅
園
の
約
２

０
０
０
本
に
梅
が
咲
き
、
梅
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月
中
旬

よ
り
４
月
中
旬
ま
で
神
奈
川
花
の
名

所
100
選
に
選
ば
れ
た
カ
タ
ク
リ
の
花

が
約
30
万
本
咲
き
乱
れ
、
多
く
の
人

が
鑑
賞
に
訪
れ
ま
す
。
４
月
に
は
金

刀
比
羅
宮
例
大
祭
も
行
わ
れ
ま
す
。

（
年
２
回
　
４
月
、
10
月
）。

夏
、
６
月
に
は
小
松
川
に
ホ
タ
ル

が
飛
び
交
い
、
幻
想
的
な
世
界
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
８
月
末
に
は

城
山
地
域
（
旧
川
尻
地
区
）
川
尻
八

幡
宮
例
大
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
す
。

秋
、
地
域
内
の
休
耕
田
を
活

用
し
た
コ
ス
モ
ス
畑
（
約
６
４

０
０
㎡
）
に
コ
ス
モ
ス
が
咲
き

乱
れ
、
10
月
の
第
１
土
・
日
曜

日
の
２
日
間
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

を
行
い
、
10
月
中
旬
頃
ま
で
多

く
の
人
に
コ
ス
モ
ス
の
花
の
鑑

賞
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ス
モ
ス

の
花
摘
み
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

１
年
を
通
し
て
自
然
豊
か
な

こ
の
地
域
を
自
治
会
員
が
一
丸

と
な
っ
て
環
境
保
全
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

清
新
地
区
は
、
地
元
小
学
校
で
も

「
清
新
」
の
由
来
を
江
戸
時
代
に
原

清
兵
衛
の
新
田
開
発
に
始
ま
る
と
教

え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
で
は
、
田
畑
が
全

く
見
当
た
ら
な
い
新
興
都
市
と
し
て
、

私
た
ち
地
元
住
民
さ
え
も
驚
く
ほ
ど
、

変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達

が
こ
こ
「
清
新
」
の
地
を
ふ
る
さ
と

と
い
え
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
自

治
会
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

小
学
校
の
夏
休
み
が
始
ま
る
と

「
清
新
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
の
季
節
が

到
来
で
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。ま

つ
り
は
清
新
地
区
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
、
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド

は
毎
年
１
万
人
程
の
人
で
身
動
き
が

取
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
況
に
な
り
ま
す
。

第
一
日
目
は
、
ふ
る
さ
と
の
夜
空

を
こ
が
す
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
興

奮
が
最
高
潮
に
達
し
て
終
了
し
ま
す
。

翌
日
の
第
二
日
は
、
子
ど
も
中
心

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
最
後
は
地
域

さ
ん
、
お
ば
さ
ん
」
を
「
せ
ん
せ
い
」

と
呼
び
、
夢
中
に
な
っ
て
遊
び
か
た

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

遊
び
を
や
っ
て
子
ど
も
た
ち
は
、
興

奮
気
味
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
そ
う
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
「
感
想
文
集
」

に
は
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
も
っ
と
や
り
た
い
で
す
」「
む
か
し

の
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
う

れ
し
い
で
す
」
と
い
っ
た
言
葉
が
溢

れ
て
い
ま
し
た
。「
に
わ
か
先
生
」
た

ち
も
、
伝
統
の
文
化
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
た
こ
と
に
手
ご
た
え
を
十
分

に
感
じ
、
充
実
感
を
味
わ
っ
た
し
だ

い
で
す
。

商
店
提
供
の
景
品
等
で
行
な
わ
れ
る

大
抽
選
会
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

今
年
は
第
30
回
と
い
う
節
目
の
年

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
国
政
選
挙
と

重
な
り
、
例
年
よ
り
早
め
た
こ
と
に

よ
り
７
月
14
日
、
15
日
に
行
い
ま
し

た
。当

日
は
あ
い
に
く
の
大
雨
と
な
っ

て
し
ま
い
体
育
館
が
会
場
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
大
変
な
盛
り
上
り

と
な
り
、
地
域
の
ま
つ
り
に
か
け
る

意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
参
加
し

た
子
ど
も
達
が
、
20
年
後
、
30
年
後

に
、
こ
の
「
清
新
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

を
い
つ
ま
で
も
思
い
出
と
し
て
残
る

事
業
を
め
ざ
し
て
、
今
後
も
企
画
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
み
よ
し
じ
じ
か
い
の
せ
ん
せ
い

へ
ー
相
武
台
小
学
校
一
年
生
」
―
表

紙
に
赤
茶
色
の
ク
レ
ヨ
ン
で
こ
う
書

か
れ
た
感
想
文
集
が
担
任
の
先
生
の

立
会
い
の
も
と
に
一
年
生
の
代
表
か

ら
会
長
の
私
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
言
い
知
れ
な
い
感
動
に
ひ
た

り
な
が
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

実
は
、
相
模
台
三
、
四
丁
目
の
児

童
が
学
ぶ
相
武
台
小
学
校
か
ら
の
呼

び
か
け
を
受
け
て
わ
が
自
治
会
は
、

「
冬
の
遊
び
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
一
年

生
の
生
活
科
の
授
業
に
協
力
し
た
の

で
す
。

授
業
当
日
は
、
午
前
10
時
45
分
か

ら
12
時
ま
で
の
間
、
学
校
の
体
育
館

に
六
つ
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
（
け
ん
玉
、

め
ん
こ
、
コ
マ
、
お
は
じ
き
、
お
手

玉
、
羽
根
つ
き
）
が
設
け
ら
れ
、
自

治
会
側
の
協
力
者
は
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
プ
レ
イ
を
し
な
が
ら
体
験

的
に
遊
び
の
仕
方
を
指
導
し
ま
し
た
。

授
業
に
参
加
し
た
一
年
生
児
童
は
、

指
導
し
て
く
れ
る
自
治
会
の
「
お
じ

吉
野
地
区
は
、
江
戸
か
ら
明
治
期

に
吉
野
宿
と
呼
ば
れ
甲
州
道
中
の
伝

馬
宿
と
し
て
、
大
変
栄
え
た
宿
場
町

で
あ
り
ま
し
た
。

明
治
29
年
末
に
大
火
に
遭
い
、
一

部
の
土
蔵
を
除
き
全
焼
し
今
で
は
宿

場
時
代
の
面
影
を
伝
え
る
建
物
は
、

旧
本
陣
土
蔵
・
町
郷
土
資
料
館
「
ふ

じ
や
」
と
し
て
現
在
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

吉
野
地
区
の
自
然
環
境

は
大
変
よ
く
、
裏
山
（
北

側
）
は
県
立
陣
馬
山
自
然

公
園
、
そ
し
て
相
模
湖
に

隣
接
す
る
自
然
に
恵
ま
れ

た
風
光
明
媚
な
地
域
で
あ

り
ま
す
。

自
然
豊
か
な
吉
野
地
区

で
は
、
自
然
と
共
に
楽
し

む
大
変
人
気
の
あ
る
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
、
相
模
原
市

随
一
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
（
奈
良
本
地
域
内
）
が
あ
り
、
今

で
は
マ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
肩
に
掛
け

た
多
く
の
愛
好
者
が
、
月
に
延
べ
１

０
０
０
人
が
入
場
し
快
活
に
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

吉
野
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

（
７
自
治
会
で
組
織
）
の
主
な
年
間

行
事
は
、
吉
野
神
社
祭
典
・
地
区
運

動
会
・
地
区
敬
老
会
・
地
区
防
災
訓

練
・
地
区
清
掃
（
美
化
運
動
）
等
が

大
き
な
柱
で
、
そ
の
他
地
区
内
で
発

生
す
る
大
き
な
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

特
に
、
地
区
運
動
会
は
吉
野
ス
ポ

ー
ツ
振
興
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

今
年
で
30
回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

毎
年
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
250
名
以
上
の
人

達
が
参
加
し
体
力
増

強
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、

快
汗
を
流
し
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
区
活

動
を
盛
り
上
げ
て
、

地
域
発
展
の
た
め
に

精
進
し
て
参
り
た
い

と
お
も
い
ま
す
。

相
模
川
に
面
し
、
八
瀬
川
が
流
れ

る
当
麻
自
治
会
の
地
域
内
で
は
、
過

去
に
も
奈
良
、
平
安
時
代
の
集
落
跡

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
さ

が
み
縦
貫
道
相
模
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
も
、

奈
良
、
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
12
件
、

掘
立
柱
建
物
が
３
棟
、
そ
の
他
、
集

落
の
土
地
を
区
画
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
溝
等
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
八
瀬
川
に
近
い
調
査
区
で
は
、

関
東
ロ
ー
ム
層
の
中
か
ら
旧
石
器
時

代
の
槍
先
形
尖
頭
器
と
い
う
狩
猟
具

を
含
む
、
今
か
ら
約
１
５
０
０
年
前

の
石
器
群
が
出
土
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
歴
史
あ
る
当
該
地
区

で
す
が
、
現
在
は
当
時
の
時
代
か
ら

は
夢
に
も
想
像
出
来
な
い
、
道
路
の

建
設
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
平
成

22
年
４
月
の
相
模
原
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に

よ
り
交
通
の
利
便
性
も
よ
く
な
る
こ

と
か
ら
、
地
域
と
し
て
も
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
自
治
会
報
　
さ
が
み
は
ら
」
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活

動
・
話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（
�
０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９

E-m
ail:info@

sagam
ihara-jichiren.jp

）へ

ご
案
内
と
お
願
い
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小
松
の
四
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城
山
町
自
治
会
連
合
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小
松
自
治
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会
長
　
古
藤
　
公
昭 

清
新
地
区
自
治
会
連
合
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会
長
　
佐
藤
　
彰
夫 

「
清
新
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」 

　
　
　
　
　
　
　
へ
の
想
い 

相
模
原
Ｉ
Ｃ
と
当
麻
遺
跡 

麻
溝
地
区
自
治
会
連
合
会 

　
当
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昨年7月15日のふるさとまつり・「よさこい」


